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第1345回例会
会長　藤 掛 靖 元
幹事　伊 石 佳 高

本日の卓話

「ファッションについて」
	 	 	 ㈱アマガサ　デザイナー　一條智恵美 様

今後の卓話予定

１/29	 「日本の老舗、世界の老舗」
	 	 	日本経済大学経済学部教授（兼）　事業継承研究所長　後藤俊夫	様
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　2013ー 2014年度テーマ
R . I . テ ー マ	 「ロータリーを実践し　みんなに豊かな人生を」
	 	 R . I . 会 長	 ロン	D・バートン
	 	 地区ガバナー	 吉 　田　建　二
クラブテーマ	 「参加し行動しよう」	
	 	 クラブ会長	 藤 　掛　靖　元

会長報告＜原田前年度会長＞
・本日の会長報告は、
2冊のお勧め本を
ご紹介させて下さ
い。一冊目は、現
役のキャリア官僚
が、「若杉　烈」
と言うペンネームで、現在進行中の日本の
原子力政策の実態を、生々しく告発した
「原発　ホワイトアウト」です。（講談
社）日本の裏支配者の正体が見えてきます。
都知事選での原発論理解のためにも一読を
お勧めします。

　後1冊は、今月久しぶりに発刊された船井
幸雄の｢未来への言霊（ことだま）｣（徳
間書店）です。時代が大きく変革する現
在、船井流の視点で、これからの経営者
の有り方、日本人の有り方等が分かりや
すくコンパクトに纏めてあります。同書
によりますと、（宇宙の）偉大なる意志
＝サムシング・グレートはその昔、人類
のDNAの｢嫉妬｣の遺伝子をスイッチオン
したようで、嫉妬は競争意欲を掻き立て、
自分の方が優位に立ちたいという思いが
人類をとにもかくにも発展させてきた。

前回（1/15　1344 回例会）の記録

	総会員数	 休　会	 出席免除	 出　席	 欠　席	 出席率	 修　正　出　席　率
出　席　報　告

１/15　来　訪　者　紹　介

東日本大震災で被災された皆様に一日も早い平和と復興がおとずれますように
お祈り申しあげます。このような時こそ、我々ロータリアンは『五大奉仕』を実行・
実践しましょう。明日の日本と世界はみんなの手の中に！

	 48 名	 2 名	 ３名	 34 名	 10 名	 77.27％	 1342 回例会修正　欠席 4名・出席率 90.91％

◆ゲスト ０名 　
◆ビジター ０名 



幹事報告＜宮村前年度幹事＞

・東京ベイロータリークラブより例会変更の

お知らせが来ております。事務所にてご確

認下さい。

委員会報告
＜親睦活動委員会　浜中委員長＞
・新入会員歓迎会は、２月26日に決定致しま
した。日程を空けておいて下さい。詳しく
は後日報告致します。

＜米山奨学・ロータリー財団　宮村副委員長・山尾副員長＞
・米山・ＲＣ積立金10月〜12月分の集金を行

いますので、ご協力をお願い致します。
＜職業奉仕委員会　園部副委員長＞
・１月22日、花王株式会社様への職業見学で
す。例会終了後、速やかにビューホテルロ
ビーにお集まり下さい。１時40分には出発
致します。

ニコニコボックス

＜原田前会長、宮村前幹事＞

・上半期事業報告、ご苦労様です。宜しくお

願いします。

＜藤田、天笠、後上、古谷、海内、松本＞

・「上半期事業報告」発表、各委員長宜しく

お願い致します。

＜松崎、矢野＞

・先週は新年例会において多くの皆様に浅草

神社に御来社また、お参り頂きありがとう

ございました。

＜太田＞

・１月８日で41回目の結婚記念日を迎えまし

た。家内は花が一番好きです。ありがとう

ございました。

＜会員増強委員会　小林（雅）、斎藤＞

・会員増強後半もよろしくお願い致します。

＜植木＞

・残念ながら、第一回例会、所用にて欠席致

しました。改めまして、新年おめでとうご

ざいます。

＜宮村、海内、尾泉＞

・インフルエンザが流行り出しました。うが

い・手洗いを励行しましょう。

しかし、そこにはいくつかの落とし穴があ
り、経済や地球環境がもう立ち行かなくな
る処まで来てしまった。その｢嫉妬｣の遺伝
子をオフに出来る民族こそが日本人であ
る、との事です。そのためにも「嫉妬｣の
スイッチをオフにする4つのマントラを提
唱しています。曰く「ありがとう」「大好
きだよ」「愛してるよ」「そのままでいい

んだよ」と、自分自身に何度も唱え、それ
が習慣と成って行く時、エゴがだんだんと
少なくなり、嫉妬心が心の中で薄まってい
き、次第になくなる方向に向かい始めるそ
うです。いずれにしても、リーマンショッ
ク、3・11等々大激動の現在を乗り越える
智慧に耳を傾けては如何でしょうか？



卓　話

＜今週担当　山尾尚司＞

「上半期事業報告」

司会
宮村幹事代行

クラブ奉仕委員会
尾泉さん

職業奉仕委員会
中村さん

社会奉仕委員会
上野さん

国際奉仕委員会
小林（博）さん

１：クラブ奉仕委員会委員長
２：出席委員会委員長
３：会報・雑誌・広報委員会委員長
４：親睦活動委員会委員長
５：会員増強委員会委員長
６：プログラム委員会委員長
７：ロータリー情報委員会委員長
８：ＩＴ推進委員会委員長

９：職業奉仕委員会委員長
10：社会奉仕委員会委員長
11：国際奉仕委員会委員長
12：ロータリー財団委員会副委員長
13：米山奨学委員会副委員長
14：青少年委員会委員長
15：Ｓ・Ａ・Ａ委員長
16：会　計

上半期事業報告発表順位



読書感想シリーズ３

「原発ホワイトアウト」　　若杉　烈（現役官僚覆面ペンネーム）

　　講談社　2013年９月11日第１版
　　　2013年10月２日第２版

　原田　毅

　現役官僚が、東京電力主導による原子力村と政官財の癒着、野党落選議員の取り込み、

マスコミの篭絡の実態等を生々しく告発した全国民必見の書である。原発反対派で知られ

る自民党の河野太郎議員が 10 月 17 日の自身のツイッターで「登場者はみんな仮名ですが、

電力、原子力業界について書かれている事はかなり真実に近く、お勧めです」と推薦。「エ

ネ庁で相当の職務経験を積んだ高官で、かつ左遷されるなどして、相当の時間的余裕があ

る人が疑われているようです。」と立て続けにつぶやいた事で、本の評判が一気に拡散し

たと言われている。

　原発は電源を失うとメルトダウンする。原子炉がメルトダウンすると、五重の防護壁は

何の意味も持たない。核燃料の熱が原子炉を溶かしてしまうからだ。

　著者は語る。

　日本の原発には、国民に知らされていない致命的な欠陥がある。原発の電源を支える送

電線が破壊されれば、原発が電源を失うリスクは、多分に存在するのである。

　巻頭に記される言葉。

　「悲劇は繰り返す。一度目は悲劇として、二度目は喜劇として」（カール・マルクス）

　福島の悲劇がいまなお深刻に持続するなかで、原発を再稼働させようというのは、狂気

の沙汰である。

　しかし、現実は確実にこの方向に進んでいる。そのストーリーのディテールのほぼすべ

てが鮮烈に記述されている。　


